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［略歴］ 
年  齢  63歳 

住  所  アメリカ合衆国オクラホマ州ノーマン市在住 

略  歴  石川県津幡町出身。 

東京農工大学環境保護学科卒。 

米国コーネル大学東アジア研究修士（中国研究）、同大学東アジア文

学博士課程単位取得、中退。 

ウィスコンシン、オクラホマなどアメリカ各地の大学で日本語、中国

語、日本文化等を通算十年ほど教える。 

近年は主婦で、園芸協会や美術館でボランティアを行っている。 

著  作  “Kuroda Toshio (1926-1993) on Jōdo Shinshū: Problems in Modern 

Historiography,” Japanese Journal of Religious Studies 33-2 (2006): 379-

412 

Stephen Weldonとの共著, “East Asian Traditions,” in Science and 

Religion: A Historical Introduction, 2d ed., ed. Gary B. Ferngren 

(Baltimore: Johns Hopkins University Press, 2017): 314-332. 

Stephen Weldonとの共著, “The Jōdo Shinshū Embrace of Science in Late  

Meiji and Taishō Japan: Science, Secularism, and Buddhism in the  

Thought of Ishikawa Seishō and Fujikawa Yū,” in Evolutions and  

Religious Traditions in the Long Nineteenth Century: National,  

Transnational, and Global Studies, ed. Sarah Qidwai and Bernard  

Lightman (University of Pittsburgh Press, 2023年出版予定). 

 

 

［応募動機及びコメント］ 
私は長らく学問の世界から遠ざかっていたのですが、子供たちが巣立ち、科学史

を研究する夫から誘われて、宗教と科学に関する論文を書きはじめました。日本近

代の宗教は、西洋の影響などもあり、複雑で分かりにくいものがあります。そこへ

もう一つ「科学」のベクトルを入れてみると、また新たな視野が開けてきます。是

非、若い研究者や一般の方々にも考えていただきたいテーマだと思います。 

私は石川県の出身ですので、戦前に能美郡で行われた仏教講演会の記録につい

て書いてみることにしました。富士川游の含蓄のある文章には、ずいぶん悩まされ

ましたが、その結果、郷土の思想家、暁烏敏を記念する賞を頂けることとなり、大

変嬉しく、かつ光栄に思います。 
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一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
八
月
、
石
川
県
能
美
郡
仏
教
会
は
五
日
間
に
わ
た
っ

て
夏
期
大
学
を
開
催
し
た
。
そ
こ
に
講
師
の
一
人
と
し
て
招
か
れ
、「
科
学
と
宗
教
」

と
い
う
題
で
講
演
を
行
っ
た
の
が
、
富
士
川
游
（
一
八
六
五-

一
九
四
〇
）
で
あ
っ
た
。

富
士
川
は
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
医
学
、
医
学
史
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
、
そ
し
て
宗
教
と
多
く
の
方
面
で
活
躍
し
た
人
だ
っ
た
が
、
広
島
県
の
出
身
で
、

若
い
こ
ろ
か
ら
浄
土
真
宗
の
教
え
に
親
し
ん
で
い
た
。
本
論
文
で
は
、
そ
の
講
演
記

録
を
読
み
解
い
て
、
富
士
川
が
能
美
郡
の
仏
教
徒
た
ち
に
、
何
を
訴
え
た
か
っ
た
の

か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
然
し
、
こ
の
講
演
録
は
あ
ま
り
読
み
や
す
い
も
の
と
は

い
え
ず
、
こ
れ
を
読
む
準
備
と
し
て
、
ま
ず
、
富
士
川
が
明
治
大
正
期
の
思
想
的
状

況
下
に
、
如
何
に
し
て
自
己
の
宗
教
論
を
形
作
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
経
緯
を
た

ど
っ
て
み
る
。 

科
学
と
宗
教
に
関
し
て
は
色
々
な
論
じ
方
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
近
代
化
が
進

む
中
で
、
段
々
と
古
び
て
形
骸
化
し
て
い
く
宗
教
に
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
か
、
と

い
う
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
富
士
川
に
も
、
能
美
郡
仏
教
会

の
人
々
に
も
共
通
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
強
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
富

士
川
が
多
く
を
学
ん
だ
ド
イ
ツ
の
科
学
者
た
ち
の
問
題
意
識
で
も
あ
っ
た
。
本
稿
で

は
ま
ず
一
九
〇
五
年
こ
ろ
ま
で
に
遡
り
、富
士
川
を
取
り
巻
く
思
想
環
境
を
概
観
し
、

そ
れ
に
反
応
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
富
士
川
の
思
想
の
変
遷
を
追
っ
て
い
く
。 

富
士
川
が
上
京
し
て
出
会
っ
た
学
者
仲
間
に
は
、
宗
教
は
や
が
て
科
学
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
る
時
代
遅
れ
の
迷
信
と
し
か
考
え
な
い
人
々
が
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

富
士
川
は
科
学
と
宗
教
を
つ
な
げ
る
様
々
な
努
力
を
す
る
。
科
学
の
概
念
で
宗
教
を

解
釈
し
直
す
（
「
来
世
」
は
遺
伝
で
い
う
次
世
代
で
あ
る
、
な
ど
）
、
ド
イ
ツ
の
科
学

者
た
ち
の
一
元
論
を
親
鸞
思
想
に
当
て
て
み
る
、
さ
ら
に
は
ま
た
、
釈
尊
の
昔
に
帰

り
、
根
本
仏
教
に
科
学
的
合
理
性
を
見
出
す
、
と
い
っ
た
試
み
で
あ
る
。
能
美
郡
の

講
演
で
は
、
富
士
川
は
、
宗
教
教
理
な
ど
の
「
形
式
」
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て

い
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
説
く
。
こ
の
場
で
富
士
川
が
一
番
強
調
し
た
の
は
、
自
然

科
学
が
つ
か
み
き
れ
な
い
、
従
っ
て
表
現
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
「
本
態
的
自
然
」

に
直
観
的
に
接
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
親
鸞
の
自

然
法
爾
の
教
え
で
あ
っ
た
。 
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は
じ
め
に 

こ
こ
に
一
冊
の
講
演
記
録
が
あ
る
。
石
川
県
能
美
郡
仏
教
会
の
『
第
二
回
夏
期
大

学
講
演
集
』
で
あ
る
（
１
）
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
八
月
、
能
美
郡
仏
教
会
で
は
、

県
の
内
外
か
ら
四
人
の
講
師
を
呼
ん
で
、五
日
間
に
わ
た
る
夏
期
大
学
を
開
催
し
た
。

会
場
の
明
記
は
な
い
が
、
奥
付
の
情
報
な
ど
か
ら
、
お
そ
ら
く
現
在
の
小
松
市
の
辺

り
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
暁
烏
敏
の
自
坊
、
松
任
の
明
達
寺
か
ら
そ
う
遠
く
な
い

地
域
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
、
暁
烏
は
阿
弥
陀
如
来
を
自
ら
の
生
命
の
源
と
み
な
す
よ

う
な
清
新
な
信
仰
を
全
国
で
説
い
て
回
り
、
明
達
寺
で
も
毎
年
夏
期
講
習
会
が
開
か

れ
て
い
た
。
能
美
郡
の
夏
期
大
学
も
こ
の
よ
う
な
新
た
な
信
仰
の
う
ね
り
に
触
発
さ

れ
、
開
催
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。「
仏
教
会
」
と
名
乗
っ
て
い
る
か
ら

に
は
、
他
の
宗
派
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
土
地
柄
や
は
り
聴
衆

は
真
宗
の
信
徒
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
『
夏
期
大
学
講
演
集
』
を
見
て
ま
ず
気
付
く
こ
と
は
、
四
つ
の
講
義
の
う
ち

二
つ
ま
で
が
、
演
題
に
「
科
学
」
の
語
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
医
学

と
文
学
の
両
博
士
号
を
持
つ
富
士
川
游
が
「
科
学
と
宗
教
」
の
題
で
、
そ
れ
か
ら
金

沢
医
科
大
学
（
の
ち
の
金
沢
大
学
医
学
部
）
の
須
藤
憲
三
が
「
自
然
科
学
と
精
神
修

養
」
の
題
で
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
時
代
、
科
学
と
宗
教
だ
っ

た
の
か
。
一
九
二
五
年
と
い
え
ば
、
特
殊
相
対
性
理
論
の
発
表
か
ら
す
で
に
二
十
年
。

い
く
ら
真
宗
王
国
の
加
賀
で
あ
っ
て
も
、
今
更
、
西
方
十
万
憶
仏
土
の
彼
方
に
あ
る

と
い
う
極
楽
浄
土
の
存
在
を
素
直
に
そ
の
ま
ま
信
ず
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。
そ
の
あ
た
り
の
偽
ら
ざ
る
本
音
は
、
石
川
県
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

三
宅
雪
嶺
が
語
っ
て
い
る
。
雪
嶺
は
「
自
分
の
宗
教
」（
一
九
二
七
）
と
い
う
随
筆
で
、

金
沢
の
家
の
宗
旨
は
真
宗
で
、
上
京
後
も
伝
統
に
順
じ
て
、
葬
儀
な
ど
は
真
宗
で
行
っ

て
い
る
が
、
こ
と
経
文
や
説
教
の
内
容
は
、
と
て
も
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
極
楽

や
天
国
や
、
解
釈
次
第
な
が
ら
、
．．
．
現
在
の
知
識
で
信
ず
る
べ
く
も
な
く
、
そ
れ
を

信
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
あ
っ
て
は
、
自
ら
を
欺
く
こ
と
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
述

べ
て
い
る
（
２
）
。
き
っ
と
能
美
郡
の
仏
教
徒
た
ち
の
中
に
も
、
信
仰
を
維
持
し
て
い
く

上
で
、
近
代
合
理
主
義
へ
の
対
応
に
迷
う
人
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
今
度
の
講
師
、
富

士
川
游
は
、
医
師
、
医
学
史
の
大
家
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、『
親
鸞
聖
人
』
や
『
真
宗
』

な
ど
、
仏
教
関
係
の
著
作
も
多
い
。
夏
期
大
学
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
初
老
の
飄
々

と
し
た
「
富
士
川
先
生
」
か
ら
、
科
学
と
宗
教
に
つ
い
て
考
え
る
為
の
何
ら
か
の
指

針
を
期
待
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。 

富
士
川
游
（
一
八
六
五-

一
九
四
〇
）
は
、
現
在
の
広
島
市
で
医
師
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
広
島
は
安
芸
門
徒
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
真
宗
信
仰
の
篤
い
地
域
で
あ
り
、

富
士
川
も
若
い
こ
ろ
か
ら
そ
の
教
え
に
親
し
ん
で
い
た
。
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）

年
、
広
島
医
学
校
を
卒
業
し
て
上
京
、
勤
務
医
、
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

道
を
歩
み
始
め
る
。
同
時
に
、
失
わ
れ
て
い
く
和
漢
の
医
学
の
伝
統
を
惜
し
み
、
医

学
関
係
の
古
い
文
献
の
蒐
集
に
努
め
た
。
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
二

年
半
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
、
内
科
学
や
、
神
経
病
学
を
修
め
、
ド
ク
ト
ル
・
メ
デ
ィ

チ
ー
ネ
の
学
位
を
得
た
。
帰
国
後
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
長
年
の
研
究
の

精
華
で
あ
る
『
日
本
医
学
史
』
を
刊
行
、
の
ち
に
こ
の
本
で
東
京
大
学
か
ら
文
学
博

士
を
授
与
さ
れ
た
。
さ
ら
に
続
く
『
日
本
疾
病
史
』（
一
九
一
二
）
で
も
、
今
度
は
京

都
大
学
か
ら
医
学
博
士
の
学
位
を
得
た
。
富
士
川
の
活
動
は
多
方
面
に
わ
た
り
、
慶

応
義
塾
大
学
や
東
洋
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
り
、
様
々
な
学
会
や
協
会
の
設
立
・
運

営
に
も
関
わ
り
、
多
く
の
雑
誌
に
寄
稿
す
る
他
、
自
ら
も
い
く
つ
も
の
雑
誌
を
創
刊

し
た
。
本
研
究
で
は
、
富
士
川
が
主
宰
し
た
『
人
性
』（
一
九
〇
五-

一
八
）
と
い
う

学
術
誌
に
特
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
数
え
年
の
五
〇
歳
を
迎
え
た
一
九
一
五
（
大
正

四
）
年
こ
ろ
か
ら
、
宗
教
に
関
す
る
活
動
や
著
作
が
と
み
に
多
く
な
っ
た
。
一
九
二

四
年
か
ら
は
子
女
教
育
、
家
庭
文
化
の
向
上
な
ど
を
主
眼
と
す
る
中
山
文
化
研
究
所

の
所
長
に
迎
え
ら
れ
、
そ
こ
で
も
科
学
と
宗
教
に
関
す
る
講
座
を
開
い
た
り
し
た
。

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
亡
く
な
る
直
前
ま
で
講
演
や
著
作
活
動
に
励
み
、
そ

の
著
作
は
膨
大
で
あ
る
。 

富
士
川
の
生
涯
と
事
績
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
伝
記
が
二
冊
出
版
さ
れ
て
お
り
（
３
）
、

医
学
史
関
係
の
著
作
は
、『
富
士
川
游
著
作
集
』
全
十
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
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か
し
、
彼
の
宗
教
思
想
に
関
す
る
研
究
は
、
ま
だ
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
（
４
）
。
富
士

川
の
宗
教
論
は
、
必
ず
し
も
分
か
り
や
す
い
も
の
で
は
な
い
。
能
美
郡
の
講
演
も
、

未
校
正
の
速
記
録
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
要
旨
を
つ
か
む
の
が
難
し
い
。
本
論

文
の
最
終
目
標
は
、
富
士
川
が
「
科
学
と
宗
教
」
と
い
う
題
で
、
石
川
県
の
仏
教
徒

た
ち
に
何
を
訴
え
た
か
っ
た
の
か
、
を
読
み
解
く
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
準
備
と
し

て
、
こ
の
講
演
に
至
る
ま
で
の
富
士
川
の
思
想
形
成
の
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に

す
る
。
よ
く
富
士
川
が
宗
教
に
つ
い
て
発
言
し
始
め
た
の
は
、
一
九
一
五
年
ご
ろ
と

言
わ
れ
る
が
、
そ
の
随
分
前
か
ら
科
学
と
宗
教
に
つ
い
て
思
索
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た

形
跡
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
一
九
〇
五
年
こ
ろ
ま
で
に
遡
っ
て
、
富
士
川
を
取
り
巻

く
内
外
の
思
想
状
況
を
俯
瞰
し
、
彼
が
真
宗
信
仰
を
軸
に
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

考
え
に
同
調
、
ま
た
は
反
発
し
て
、
そ
の
独
特
の
宗
教
論
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
の

か
を
考
究
す
る
。 

尚
、
本
論
の
表
題
に
即
し
て
付
言
し
て
お
く
と
、
筆
者
は
能
美
郡
の
仏
教
徒
た
ち

が
、
不
信
心
で
あ
っ
た
と
か
、
富
士
川
が
真
宗
の
教
学
者
で
あ
っ
た
と
言
う
つ
も
り

は
な
い
。
文
明
開
化
以
来
の
近
代
化
の
流
れ
の
中
で
、
古
い
宗
教
へ
の
不
信
は
時
代

的
な
徴
候
で
あ
っ
た
し
、
そ
こ
で
仏
教
徒
た
ち
も
こ
れ
ま
で
自
ら
が
信
奉
し
て
き
た

教
え
を
再
考
し
て
み
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
筆
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ

の
よ
う
な
時
代
的
な
課
題
と
そ
れ
へ
の
対
処
で
あ
る
。 

 

霊
魂
不
滅
論 

明
治
後
期
の
思
想
界
で
注
目
を
浴
び
た
議
論
の
一
つ
に
霊
魂
不
滅
論
が
あ
る
。
末

木
文
美
士
に
よ
る
と
、
は
っ
き
り
「
霊
魂
不
滅
」
を
表
題
に
出
し
た
著
書
と
し
て
は
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
田
村
直
臣
の
『
霊
魂
の
不
滅
を
信
ず
る
理
由
』（
一
八
九
〇
）
が
早

い
も
の
と
い
う
。
仏
教
側
で
は
、
清
沢
満
之
の
『
宗
教
哲
学
骸
骨
』（
一
八
九
二
）
中

の
霊
魂
論
、
井
上
円
了
の
『
霊
魂
不
滅
論
』
（
一
八
九
九
）
、
仏
教
学
者
、
妻
木
直
良

の
『
霊
魂
論
』（
一
九
〇
六
）
と
続
く
。
一
方
唯
物
論
の
方
か
ら
は
、
中
江
兆
民
（
篤

介
）
が
『
続
一
年
有
半
』（
一
九
〇
一
）
で
、
自
ら
の
死
を
直
前
に
見
据
え
な
が
ら
も

「
無
仏
、
無
神
、
無
精
魂
、
即
ち
単
純
な
る
物
質
的
学
説
」
を
主
張
し
た
。
末
木
は

ま
た
、
直
接
霊
魂
が
主
題
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
も
含
め
、
加
藤
弘
之
の
キ
リ
ス
ト

教
や
仏
教
批
判
も
大
き
な
反
響
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
（
５
）
。 

こ
の
こ
ろ
富
士
川
は
、『
日
本
医
学
史
』
を
上
梓
し
終
え
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）

年
に
は
、
新
し
い
学
術
誌
『
人
性

D
e
r M

e
n

s
c
h

』
を
創
刊
し
て
い
た
。
こ
れ
は
科
学

の
立
場
か
ら
幅
広
く
人
間
に
関
す
る
事
柄
を
論
じ
た
月
刊
誌
で
、
日
本
や
ド
イ
ツ
の

最
近
の
出
版
物
を
抄
訳
で
紹
介
す
る
な
ど
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
誌
の
体
裁
も
あ
っ
た
。
こ

こ
で
い
う
「
科
学
」
は
ド
イ
ツ
語
の

W
is

s
e
n
s
c
h
a
ft

の
訳
語
で
、
自
然
科
学
の
み
な

ら
ず
人
文
・
社
会
科
学
も
含
め
た
広
い
意
味
が
あ
り
、
宗
教
に
関
す
る
論
考
も
数
多

く
あ
っ
た
。 

そ
の
『
人
性
』
創
刊
号
に
載
せ
ら
れ
た
の
が
、
解
剖
学
者
、
大
澤
岳
太
郎
の
「
霊

魂
不
滅
歟
将
消
滅
歟
」
で
あ
る
。
大
澤
は
、
前
記
の
井
上
円
了
と
中
江
兆
民
の
説
を

読
み
、
井
上
説
は
生
物
学
的
に
無
理
が
あ
る
と
し
、
中
江
説
に
軍
配
を
上
げ
る
。
兆

民
は
死
に
際
し
て
自
分
の
身
体
も
精
神
も
無
く
な
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
も
、
生
殖
を

通
し
て
は
子
や
孫
に
、
現
在
の
自
分
が
受
け
継
が
れ
る
と
も
指
摘
し
た
。
大
澤
は
こ

の
意
見
に
共
感
し
て
、
生
殖
の
原
理
を
生
物
学
的
に
詳
述
し
、「
生
殖
細
胞
に
よ
り
て
、

子
孫
に
遺
伝
す
る
も
の
は
、
永
久
連
綿
と
し
て
絶
ゆ
る
こ
と
な
し
、
故
に
此
現
象
に

拠
り
霊
魂
不
滅
を
論
ず
れ
ば
、
実
験
的
科
学
の
外
に
逸
せ
ず
、
空
論
に
流
る
々
の
幣

な
か
る
べ
し
」
と
結
論
付
け
た
。
そ
し
て
、
子
供
が
な
い
人
の
場
合
で
も
、
社
会
や

種
族
の
単
位
で
見
れ
ば
、
こ
の
論
は
成
り
立
つ
と
付
け
加
え
て
い
る
（
６
）
。 

霊
魂
の
不
滅
は
多
分
に
輸
入
さ
れ
て
起
こ
っ
て
き
た
疑
問
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、

日
本
に
も
神
道
の
魂
や
、
仏
教
の
輪
廻
、
地
獄
極
楽
の
説
な
ど
、
死
後
の
世
界
と
魂

の
行
方
を
考
え
る
素
地
は
あ
っ
た
。
然
し
、
伝
統
的
に
神
道
、
仏
教
、
儒
教
が
緩
や

か
に
共
存
し
て
き
た
日
本
で
は
、
死
後
に
人
間
の
霊
魂
が
存
在
す
る
や
否
や
と
い
っ

た
問
題
が
や
か
ま
し
く
議
論
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

キ
リ
ス
ト
教
が
圧
倒
的
な
力
を
保
っ
て
き
た
西
欧
で
は
、
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
。

キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
人
間
を
他
の
生
物
か
ら
峻
別
し
て
、
神
の
似
姿
と
し
て
作
ら
れ
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た
魂
を
持
つ
特
別
の
存
在
と
と
ら
え
、
死
後
、
体
は
朽
ち
果
て
て
も
、
霊
魂
は
永
遠

に
生
き
残
っ
て
救
済
さ
れ
る
、
と
説
く
。
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
教
義
は
一
九
世
紀
に

な
っ
て
、
進
化
論
な
ど
の
近
代
科
学
の
挑
戦
を
受
け
た
が
、
そ
れ
で
も
尚
、
キ
リ
ス

ト
教
が
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
た
西
洋
社
会
で
は
、
霊
魂
や
神
の
存
在
を
軽
々
し
く

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

こ
れ
に
比
べ
る
と
、
日
本
に
は
儒
教
の
「
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
焉
ん
ぞ
死
を
知
ら

ん
。
」（
７
）

と
い
う
現
実
主
義
も
あ
り
、
仏
教
の
無
我
や
無
記
の
教
え
も
あ
っ
て
、
そ

も
そ
も
霊
魂
不
滅
を
云
々
す
る
よ
う
な
こ
と
自
体
が
無
益
、
と
さ
え
見
る
傾
向
も

あ
っ
た
。「
無
我
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
私
」
が
全
く
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、「
私
」
は
一
時
的
に
五
蘊
（
身
体
と
四
つ
の
精
神
の
働
き
）
が
集
ま
っ
て
で

き
て
い
る
仮
の
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
、「
無
記
」
は
、
あ

る
種
の
議
論
を
避
け
る
こ
と
を
言
う
。
霊
魂
が
不
滅
で
あ
る
か
ど
う
か
、
来
世
が
存

在
す
る
か
ど
う
か
と
言
っ
た
類
の
、
形
而
上
学
的
で
不
可
知
な
議
論
は
、
釈
尊
が
捨

て
て
お
い
て
、
回
答
し
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
解
脱
に
つ
な

が
ら
ず
、
無
益
で
あ
る
か
ら
だ
。 

も
う
少
し
広
く
明
治
後
期
の
知
識
人
た
ち
の
宗
教
意
識
を
見
て
い
き
た
い
が
、
そ

れ
を
窺
う
の
に
好
都
合
な
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
る
。『
人
性
』
創
刊
か
ら
間
も
な
い
、
一

九
〇
五
年
夏
、
仏
教
の
革
新
を
目
指
し
て
い
た
新
仏
教
徒
同
志
会
は
、
学
識
者
に
来

世
の
有
無
に
関
す
る
意
見
を
聞
き
、
そ
の
回
答
を
ま
と
め
、『
来
世
之
有
無
』
と
題
し

て
出
版
し
た
（
８
）
。
富
士
川
も
回
答
者
の
一
人
だ
っ
た
。
以
下
に
幾
つ
か
の
回
答
例
を

見
て
み
よ
う
。 

ま
ず
、
死
後
の
世
界
の
こ
と
な
ど
あ
ま
り
考
え
な
い
、
あ
る
い
は
来
世
が
あ
る
に

し
ろ
な
い
に
し
ろ
、
と
に
か
く
今
を
よ
く
生
き
る
努
力
を
す
る
の
が
よ
い
、
と
い
っ

た
現
実
派
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
一
方
、「
来
世
が
あ
る
」
と
き
っ
ぱ
り
言
い
切
る
の

は
、
信
仰
を
持
っ
た
人
た
ち
だ
っ
た
。
浄
土
真
宗
や
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
が
多
く
、

く
だ
く
だ
し
い
説
明
な
ど
せ
ず
、
と
に
か
く
信
じ
る
の
だ
と
い
う
。
例
え
ば
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
留
岡
幸
助
は
「
未
来
は
あ
り
と
信
ず
。
．．
．
只
キ
リ
ス
ト
の
教
訓
を
信
ず
る

の
み
。
」
と
言
う
。
真
宗
で
は
、
南
條
文
雄
は
、
幼
少
か
ら
習
っ
て
き
た
通
り
の
教
え

を
信
じ
、
「
来
世
に
は
往
生
成
仏
の
素
懐
を
遂
げ
」
た
い
と
希
望
を
述
べ
た
。
ま
た
、

真
宗
僧
侶
の
子
で
自
ら
も
得
度
を
受
け
て
い
た
与
謝
野
鉄
幹
は
、
時
折
ゆ
れ
る
信
心

を
、
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。「
小
生
は
弥
陀
如
来
の
誓
願
を
信
じ
申
候
。
時
々

う
は
べ
の
心
に
は
、
疑
惑
も
起
こ
り
候
へ
ど
も
、
奥
に
潜
め
る
心
は
、
之
を
あ
さ
ま

し
き
事
に
思
ひ
居
り
候 

．．
．。
」（
９
） 

同
じ
仏
教
者
で
も
、
村
上
専
精
の
意
見
は
も
う
少
し
含
み
が
あ
る
。
輪
廻
転
生
は
、

迷
い
の
方
か
ら
言
え
ば
こ
れ
が
あ
り
、
悟
れ
ば
な
い
。
村
上
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
自

分
は
不
可
知
で
あ
る
と
い
ふ
よ
り
外
は
な
い
。
コ
ン
ナ
不
可
知
問
題
を
敢
て
穿
鑿
せ

ん
よ
り
も
、
寧
自
分
の
本
分
を
盡
す
や
う
に
す
る
が
よ
い
と
思
ふ
。」
と
、
言
う
。
根

本
仏
教
の
無
記
の
諭
し
に
近
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
、「
来
世
死
後
の
問
題
は
、
有
無
共

に
こ
れ
を
自
然
に
任
す
が
よ
い
と
思
ふ
。
こ
の
自
然
を
仏
陀
と
し
て
も
よ
い
。
」
と
続

け
て
い
る
（

10
）
。
こ
の
「
自
然
」
は
、
親
鸞
の
い
う
「
自
然
法
爾
」
の
自
然
（
じ
ね

ん
）
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
計
ら
う
こ
と
を
止
め
て
、「
自
ず
か

ら
然
ら
し
め
て
」
、
見
え
て
く
る
の
が
仏
の
世
界
、
と
い
う
こ
と
か
。
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
自
然
法
爾
を
尊
ん
だ
富
士
川
の
思
想
に
近
い
も
の
が
あ
る
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
に
は
、「
科
学
」
を
援
用
し
て
、
来
世
の
有
無
を
論
じ
た
人

も
か
な
り
あ
っ
た
。
単
純
明
快
な
の
が
、
加
藤
弘
之
の
答
え
で
あ
る
。
加
藤
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
元
帝
国
大
学
総
長
で
、
教
育
思
想
界
の
重
鎮
。
こ
の
年
、
数
え
で
七

十
歳
と
な
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
著
述
活
動
な
ど
盛
ん
で
あ
っ
た
。そ
の
回
答
は
、

「
僕
は
、
ど
う
考
へ
て
も
、
来
世
が
あ
ら
う
と
は
思
は
れ
ね
。
何
故
な
ら
ば
、
今
日

迄
、
科
学
的
に
、
来
世
の
あ
る
と
い
ふ
証
拠
が
出
て
来
な
い
か
ら
。
」
で
あ
っ
た
（

11
）
。 

も
う
少
し
理
論
づ
け
て
、
物
質
（
質
量
）
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
勢
力
）
の
保
存
則
や
、

遺
伝
を
持
ち
出
し
た
回
答
者
も
あ
っ
た
。
教
育
学
者
の
下
田
次
郎
は
、
ド
イ
ツ
留
学

中
富
士
川
と
同
宿
し
た
人
だ
っ
た
が
、
「
来
世
な
る
も
の
無
し
。
」
と
言
い
、
そ
の
理

由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
共
存
不
離
で
あ
り
、
身
体

は
物
質
、
精
神
は
身
体
に
相
当
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
作
用
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
身
体
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が
瓦
解
し
て
死
が
訪
れ
た
時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
活
動
の
形
を
変
じ
、
精
神
は
終
わ
り

を
告
げ
る
。
永
遠
に
続
く
も
の
は
、
分
解
し
た
物
質
と
、
そ
れ
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
み
で
あ
る
、
と
。
こ
れ
は
、
後
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
科
学
者

た
ち
の
一
元
論
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、
物
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
保
存

則
を
理
由
に
、「
来
世
が
有
る
」
と
し
た
人
も
い
た
。
廣
井
辰
太
郎
は
、
来
世
の
「
存

在
を
信
ず
」
と
言
い
、
そ
の
理
由
は
「
現
今
の
学
説
、
勢
力
不
滅
の
理
を
以
っ
て
推

す
」
と
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
者
の
海
老
名
弾
正
は
、
や
や
強
引
に
、「
物
質
す
ら
不
窮 

[

朽
カ]

、
況
ん
や
自
覚
の
不
滅
を
や
。
分
子
す
ら
不
滅
、
況
ん
や
品
格
を
や
。
神
は

愛
な
り
、
何
ぞ
そ
の
愛
子
の
消
滅
を
欲
せ
ん
や
。
」
と
断
じ
た
（

12
）
。 

生
殖
、
遺
伝
を
通
し
て
説
明
し
た
も
の
に
は
、
前
に
紹
介
し
た
大
澤
岳
太
郎
の
論

に
似
た
意
見
が
あ
っ
た
。
富
士
川
自
身
は
、
精
神
が
、
身
体
の
死
後
に
残
る
こ
と
は

信
じ
ら
れ
な
い
が
、
と
前
置
き
し
た
上
で
、
次
に
大
澤
の
説
を
入
れ
て
、
も
し
霊
魂

（G
e
is

t

）
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
こ
れ
は
遺
伝
の
法
則
に
よ
り
て
、
親
よ

り
子
に
、
子
よ
り
孫
に
伝
は
る
も
の
な
れ
ば
、
こ
の
意
味
に
て
の
来
世
は
、
確
か
に

之
あ
り
と
申
す
べ
く
候
。
即
ち
来
る
べ
き
時
代

G
e
n

e
ra

tio
n

は
来
世
に
之
あ
る
べ
く

候
。
」
と
回
答
し
て
い
る
。
曹
洞
宗
の
忽
滑
谷
快
天
は
長
文
の
回
答
を
寄
せ
て
い
る
が
、

基
本
的
に
は
大
澤
と
同
様
な
見
方
で
、
こ
れ
を
「
子
孫
来
世
説
」
と
呼
ん
で
い
る
（

13
）
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
来
世
之
有
無
』
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
後
日
談
が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
出
版
さ
れ
た
後
、『
人
性
』
に
こ
れ
に
関
す
る
寸
評
が
載
せ
ら
れ
た
。
署
名

は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
富
士
川
が
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

夫
れ
動
物
体
の
身
体
組
織
は
、
一
部
は
常
に
死
し
つ
つ
あ
る
も
、
遂
に
全
く

死
亡
に
終
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
第
一
の
「
我
」
は
無
く
な
る
も
、
第
二
の
「
我
」

は
必
ず
之
に
続
く
こ
と
、
自
然
科
学
者
の
認
め
て
確
実
な
り
と
す
る
こ
と
な

れ
ば
、
宗
教
家
の
来
世
説
が
こ
れ
に
一
致
す
る
以
上
は
、
来
世
は
断
乎
と
し

て
之
あ
る
な
り
、
科
学
的
に
来
世
の
あ
る
と
い
う
ふ
証
拠
が
無
い
と
は
云
は

れ
ぬ
は
ず
な
ら
ず
や
（

14
）
。 

こ
の
コ
メ
ン
ト
を
目
ざ
と
く
見
つ
け
た
の
が
、
加
藤
弘
之
で
あ
っ
た
。
加
藤
は
『
人

性
』
を
創
刊
号
か
ら
、
「
毎
号
配
達
を
待
遠
し
く
」
思
う
ほ
ど
に
愛
読
し
て
い
た
が
、

上
の
文
中
、「
科
学
的
に
来
世
の
あ
る
と
い
う
ふ
証
拠
が
無
い
」
と
い
う
部
分
は
自
分

の
意
見
を
指
し
て
い
る
と
感
じ
、
早
速
『
人
性
』
誌
に
便
り
を
寄
せ
た
。
加
藤
に
よ

れ
ば
、
自
分
は
来
世
の
問
題
を
、
た
だ
「
仏
教
徒
が
常
に
唱
ふ
る
輪
廻
転
生
等
の
事
」

と
理
解
し
て
回
答
し
た
の
だ
と
い
う
。
子
孫
の
継
続
等
と
い
う
よ
う
な
穿
っ
た
事
は

考
え
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
（

15
）
。 

一
見
些
細
な
こ
の
や
り
取
り
に
、
富
士
川
と
加
藤
の
科
学
と
宗
教
に
関
す
る
根
本

的
な
姿
勢
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
加
藤
は
、
極
楽
だ
の
輪
廻
だ
の
と
い
う
古
い
宗
教

概
念
は
、「
実
験
・
実
証
」
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
信
ず
る
に
足
ら
な
い
、
と
一
蹴
す

る
。
加
藤
が
伝
統
的
な
宗
教
教
義
を
固
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
の
に
対
し
、
富
士
川

は
、
そ
れ
を
新
し
い
科
学
的
知
識
に
照
ら
し
て
解
釈
し
な
お
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

最
新
の
生
物
学
の
知
見
に
則
っ
て
、「
第
二
世
代
の
我
」
を
来
世
と
す
る
の
は
、
富
士

川
に
と
っ
て
十
分
に
科
学
的
根
拠
の
あ
る
解
釈
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
、
富
士
川

は
「
真
実
の
宗
教
は
当
時
の
人
々
の
科
学
的
知
識
に
相
応
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
」（
16
）
と
言
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
の
萌
芽
は
す
で
に
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。 

 

人
性
学
会
と
そ
の
周
辺 

『
人
性
』
誌
は
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
一
八
年
に
わ
た
っ
て
出
版
さ
れ
、
こ
こ
で

そ
の
全
容
を
語
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
こ
の
雑
誌
に
関
連
し
て
、
富
士
川
に
深
い
影

響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
事
柄
を
二
点
取
り
上
げ
、
次
に
少
し
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

一
つ
は
、
こ
の
雑
誌
の
周
辺
に
あ
っ
た
当
時
の
日
本
の
知
識
人
、
特
に
科
学
者
の
宗

教
観
で
あ
る
。
そ
れ
を
一
九
〇
九
年
に
富
士
川
が
催
し
た
あ
る
講
演
会
の
出
席
者
に

探
っ
て
み
る
。
も
う
一
つ
は
、『
人
性
』
で
も
紹
介
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
生
物
学
者
エ
ル

ン
ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
（E

rn
s
t H

a
e
c
k

e
l 1

8
3
4

-1
9
1

9

）
の
一
元
論
の
思
想
で
あ
る
。 

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、
富
士
川
は
『
人
性
』
を
も
と
に
人
性
学
会
を
設
立

し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
誕
か
ら
百
年
、『
種
の

起
源
』
の
出
版
か
ら
五
十
年
に
当
た
り
、
人
性
学
会
は
十
一
月
に
東
京
帝
国
大
学
に
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お
い
て
記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
。
富
士
川
が
幹
事
を
務
め
、
講
師
は
四
人
。
倫
理

学
の
藤
井
健
治
郎
（
能
美
郡
の
夏
期
大
学
で
も
富
士
川
と
同
席
し
て
い
る
）
、
富
士
川

の
親
友
で
精
神
科
医
の
呉
秀
三
、
そ
れ
に
生
物
学
者
の
丘
浅
次
郎
と
前
述
の
加
藤
弘

之
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
は
明
治
初
年
一
八
七
〇
年
代
か
ら
日
本
に
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
加
藤
は
そ
の
社
会
方
面
へ
の
応
用
で
あ
る
、
所
謂
社
会
進
化
論
を
提

唱
し
た
が
、
進
化
論
を
生
物
学
の
方
面
か
ら
一
般
大
衆
に
広
め
た
の
は
、
丘
で
あ
っ

た
。
分
か
り
や
す
い
語
り
口
で
書
か
れ
た
丘
の
『
進
化
論
講
話
』（
一
九
〇
四
）
は
大

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
記
念
講
演
会
は
、
こ
の
他
に
も
日
本
初
の
人
類
学
者
、

坪
井
正
五
郎
、
実
験
心
理
学
の
導
入
者
、
元
良
勇
次
郎
、
蚕
の
実
験
で
メ
ン
デ
ル
の

法
則
を
い
ち
早
く
実
証
し
た
外
山
亀
太
郎
な
ど
、
当
時
の
一
流
の
学
者
を
来
賓
と
し

て
迎
え
て
い
た
（

17
）
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
科
学
者
達
は
宗
教
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
意
見
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
主
に
加
藤
と
丘
の
例
で
見

て
み
よ
う
。 

宗
教
嫌
い
の
加
藤
は
、
こ
の
時
の
講
演
で
も
、
社
会
の
進
歩
開
明
は
適
者
生
存
の

自
然
法
に
よ
っ
て
い
る
の
に
、
未
だ
に
「
化
物
の
如
き
神
を
信
じ
て
居
る
」
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
多
く
が
進
化
論
を
認
め
な
い
、
な
ど
と
歯
に
衣
着
せ
ぬ
発
言
を
し
た
。
加

藤
は
講
演
の
中
で
ヘ
ッ
ケ
ル
に
も
言
及
し
て
い
る
。「
身
心
の
二
元
主
義
」
批
判
な
ど

は
、
加
藤
が
ヘ
ッ
ケ
ル
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
（

18
）
。 

丘
は
こ
の
講
演
で
は
特
に
宗
教
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
人
も
ま
た

宗
教
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
恐
竜
の
盛
衰
を
説
明
す
る
の
に
、『
平
家
物
語
』
を
持

ち
出
し
た
り
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
為
か
、
以
前
科
学
史
家
の
間
で
、
丘
は
「
諸
行
無

常
を
解
し
た
仏
教
的
科
学
者
だ
っ
た
」
と
す
る
評
価
も
あ
っ
た
が
（

19
）
、
こ
れ
は
妥

当
で
は
な
い
。『
進
化
論
講
話
』
で
見
る
限
り
、
丘
は
、
宗
教
は
学
問
の
な
い
人
々
の

た
め
の
迷
信
で
、
新
し
い
知
識
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
べ
き
過
去
の
遺
物
ぐ

ら
い
に
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
丘
は
、
理
学
上
の
学
説
な
ど
は
「
中
以
下
の
知

力
を
備
へ
た
人
間
」
に
は
理
解
さ
れ
ず
、
説
い
て
も
無
駄
な
の
で
、
そ
う
い
う
人
に

は
宗
教
も
必
要
と
い
う
。
「
学
問
を
修
め
た
も
の
は
す
で
に
宗
教
を
持
っ
て
居
る
。」

と
い
う
ゲ
ー
テ
の
言
葉
を
引
い
て
（

20
）
、
丘
は
、「
学
問
を
修
め
た
者
に
は
、
特
に
宗

教
の
必
要
は
な
い
が
、
学
問
な
ど
を
修
め
ぬ
多
数
の
人
間
に
は
安
心
立
命
の
た
め
に

何
か
一
つ
の
宗
教
が
入
用
で
あ
ら
う
。
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
「
現
在
の
宗
教
は
す
べ

て
迷
信
で
あ
る
が
、
迷
信
は
甚
だ
有
力
な
も
の
故
、
」
と
宗
教
の
社
会
的
有
用
性
を
認

め
、
そ
れ
な
ら
、
「
無
常
を
感
じ
て
世
を
捨
て
る
」
よ
う
な
宗
教
は
避
け
て
、
「
生
存

即
競
争
と
諦
め
て
勇
ま
し
く
戦
ふ
様
に
励
ま
す
」
宗
教
を
推
奨
す
べ
き
だ
な
ど
と
主

張
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
論
が
明
ら
か
に
進
化
論
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
も
触
れ
、

今
後
教
育
が
進
み
、
学
問
が
普
及
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
説
は
教
育
あ
る
人
か
ら
は

信
ぜ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
も
付
け
加
え
た
（

21
）
。 

丘
は
、
宗
教
儀
式
に
関
し
て
も
批
判
的
で
、
葬
式
に
行
く
と
「
僧
侶
が
奇
妙
な
衣

服
を
着
し
、
奇
妙
な
声
を
張
り
上
げ
て
、
一
種
の
歌
の
如
き
も
の
を
歌
う
て
居
る
」

が
、
こ
れ
を
有
難
が
る
も
の
も
少
な
い
と
し
て
、
形
骸
化
し
た
宗
教
が
、
滑
稽
で
さ

え
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
丘
は
こ
う
し
た
状
況
は
、「
知
力
と
制
度
の
不
釣
合
い
か

ら
起
こ
る
」
と
分
析
し
た
（

22
）
。
立
場
は
異
な
る
が
、
富
士
川
も
ま
た
、
知
力
の
進

歩
と
古
い
宗
教
の
形
式
の
間
で
起
こ
る
矛
盾
に
は
十
分
気
づ
い
て
い
た
。
結
局
の
と

こ
ろ
、
丘
は
、
宗
教
を
外
か
ら
距
離
を
置
い
て
見
て
お
り
、
自
身
は
あ
ま
り
宗
教
に

は
縁
の
な
い
科
学
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
丘
や
加
藤
は
極
端
な
例
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
当
時
の
知
識
人
の
中
に
は
、
富
士
川
が
後
に
「
宗
教
不
要
論
者
」
と
呼

ん
だ
よ
う
な
人
々
も
、
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
こ
の
講
演
会
の
出
席
者
に
は
ヘ
ッ
ケ
ル
を
通
じ
た
つ
な
が
り

も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
元
良
勇
次
郎
は
、
以
前
そ
の
東
大
の
講
座
で
ヘ
ッ

ケ
ル
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
教
え
子
二
人
が
ヘ
ッ
ケ
ル
の
『
宇
宙
の
謎
』

（D
ie

 W
e
ltr

ä
th

s
e
l 1
8
9
9

、
邦
訳
一
九
〇
六
）
の
翻
訳
を
企
図
し
、
校
閲
を
加
藤
弘
之

に
依
頼
し
た
。
加
藤
は
序
文
も
書
き
、
物
と
心
を
二
つ
に
分
け
ず
、
共
に
自
然
科
学

的
に
考
究
す
る
の
は
方
法
論
的
に
は
当
を
得
て
い
る
と
評
価
し
た
（

23
）
。
元
良
も
序

を
寄
せ
て
、
ヘ
ッ
ケ
ル
の
論
に
つ
い
て
、「
科
学
者
の
言
と
し
て
は
多
少
精
密
を
欠
き

た
る
の
嫌
あ
る
個
所
な
き
に
あ
ら
ず
」
と
少
々
辛
口
の
意
見
を
述
べ
た
（

24
）
。
丘
は
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こ
の
翻
訳
に
は
関
係
し
て
い
な
い
が
、『
進
化
論
講
話
』
で
ヘ
ッ
ケ
ル
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
。
当
時
の
科
学
者
に
は
ド
イ
ツ
留
学
経
験
者
が
多
く
、
丘
に
し
ろ
富
士
川
に

し
ろ
、
翻
訳
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
彼
の
地
で
話
題
と
な
っ
て
い
た
ヘ
ッ
ケ
ル
の
著

作
に
原
書
で
親
し
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。 

ダ
ー
ウ
ィ
ン
記
念
講
演
会
は
、
富
士
川
の
幅
広
い
学
術
活
動
の
ほ
ん
の
一
コ
マ
で

し
か
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
当
時
の
知
識
人
の
科
学
や
宗
教
に
対
す
る
態
度
が
垣

間
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
的
状
況
が
、
後
の
富
士
川
の
著
作
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
『
親
鸞
聖
人
』
（
一
九
一
六
）
は
富
士
川
の
宗
教
に
関

す
る
最
初
の
単
行
本
で
、
親
鸞
思
想
を
ヘ
ッ
ケ
ル
の
一
元
論
に
対
比
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
富
士
川
は
そ
の
執
筆
動
機
を
、
同
じ
年
出
版
さ
れ
た
『
金
剛
心
』
で
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
今
の
世
の
新
し
い
学
問
を
し
た
連
中
、
殊
に
私
共
の
や

う
な
自
然
科
学
的
の
学
術
に
従
事
し
て
居
る
ひ
と
び
と
に
、
親
鸞
聖
人
の
宗
教
を
す

す
め
た
い
が
た
め
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
わ
ざ
と
、
極
め
て
客
観
的
で
、
又
表
面
的

な
こ
と
ば
か
り
、
し
る
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
25
）
」
浄
土
真
宗
は
い
く
ら
最
大
の
仏

教
教
団
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
教
義
は
宗
門
以
外
の
人
々
に
は
あ
ま
り
よ
く
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
当
時
の
知
識
層
に
親
鸞
思
想
を
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
、
広
く
読
ま
れ
て
い
た
ヘ
ッ
ケ
ル
の
一
元
論
に
引
き
付
け
て
、
客
観

的
、
哲
学
的
に
描
い
て
み
た
の
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、『
金
剛
心
』
に
は
、
不
信
心
の
現
代
知
識
人
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
叙
述

も
あ
る
。 学

問
を
も
し
て
、
物
の
道
理
を
よ
く
弁
へ
て
居
る
べ
き
筈
の
人
で
あ
り
な
が

ら
、
宗
教
は
無
知
文
盲
の
も
の
の
た
め
に
必
要
の
も
の
で
、
知
識
あ
る
も
の

の
た
め
に
は
何
の
用
も
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
居
る
人
が
沢
山
に
あ
り

ま
す
。
か
や
う
な
人
の
中
に
は
、
自
分
と
い
ふ
も
の
に
執
着
し
て
、
世
の
中

の
こ
と
は
自
分
ひ
と
り
の
考
で
、
い
か
や
う
に
も
な
る
と
心
得
て
居
る
、
驕

慢
の
人
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
自
分
ひ
と
り
を
考
へ
て
、
周
囲
を
か
へ
り

み
な
い
邪
見
の
人
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
（

26
）
。 

何
や
ら
、
前
に
紹
介
し
た
丘
の
「
学
問
を
修
め
た
人
に
宗
教
は
必
要
が
な
い
」
と

い
う
言
辞
を
思
わ
せ
る
内
容
で
あ
る
。 

こ
の
あ
た
り
の
富
士
川
の
義
憤
に
満
ち
た
物
言
い
は
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー

（
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ーF

rie
d

ric
h
 S

c
h
le

ie
rm

a
c
h

e
r 1

7
6

8
-1

8
3

4

）
の
『
宗
教
論
』（
一

七
九
九
）
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
は
ゲ
ー
テ
の
同
時
代
人

で
、
近
代
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
父
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
人
で
あ
る
。
『
宗
教
論
』

は
、
そ
の
副
題
が
『
宗
教
を
軽
蔑
す
る
教
養
人
へ
の
講
話
』
で
あ
り
、
宗
教
離
れ
の

進
む
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
教
養
人
批
判
か
ら
始
ま
る
。
教
養
人
た
ち
は
詩
や
芸
術
や

科
学
的
な
事
物
に
囲
ま
れ
た
自
分
た
ち
の
世
界
を
作
り
あ
げ
、
そ
れ
に
す
っ
か
り
満

足
し
て
、
そ
も
そ
も
そ
の
自
分
を
作
っ
た
宇
宙
の
絶
対
者
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
も

な
い
、
と
（

27
）
。
時
代
も
宗
教
的
な
背
景
も
異
な
る
も
の
の
、
何
か
し
ら
富
士
川
の

不
信
心
の
知
識
人
た
ち
へ
の
憂
慮
と
似
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

ヘ
ッ
ケ
ル
、
一
元
論
、
親
鸞 

エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
は
、「
個
体
発
生
は
系
統
発
生
を
繰
り
返
す
」
と
い
う
発

生
論
や
、
ク
ラ
ゲ
な
ど
の
美
し
い
生
物
画
で
も
知
ら
れ
た
遺
伝
学
者
で
あ
っ
た
。
そ

の
一
方
で
、『
宇
宙
の
謎
』
な
ど
一
般
読
者
向
け
の
著
作
で
は
、
生
物
学
や
物
理
学
か

ら
始
め
て
、
心
理
学
、
教
育
、
美
術
、
宗
教
に
至
る
壮
大
な
世
界
観
を
描
い
て
見
せ
、

こ
れ
を
一
元
論
と
呼
ん
だ
。
ヘ
ッ
ケ
ル
は
、
富
士
川
の
留
学
先
の
イ
エ
ー
ナ
大
学
で

長
く
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
が
、
医
学
の
研
鑽
に
努
め
て
い
た
富
士
川
が
、
在
学
中
に

ヘ
ッ
ケ
ル
の
講
義
を
聞
い
た
と
い
う
よ
う
な
様
子
は
な
い
（

28
）
。
然
し
帰
国
後
、『
人

性
』
の
刊
行
を
始
め
た
こ
ろ
ま
で
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
者
の
思
想
に
も
広
く
目

を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。『
人
性
』
第
二
巻
（
一
九
〇
六
）
で
は
、
早
速
ヘ
ッ

ケ
ル
の
『
宗
教
と
科
学
と
の
連
鎖
と
し
て
の
一
元
論——

自
然
科
学
者
の
信
仰
』
を
翻

訳
連
載
し
て
い
る
（

29
）
。
こ
の
論
考
は
ヘ
ッ
ケ
ル
が
一
八
九
二
年
に
あ
る
自
然
史
学

会
で
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
、
の
ち
の
『
宇
宙
の
謎
』
の
下
敷
き
と

も
な
っ
た
。
ヘ
ッ
ケ
ル
は
そ
こ
で
、
こ
の
世
界
の
全
て
の
物
は
、
有
機
体
も
無
機
体
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も
含
め
て
、
一
つ
の
法
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
一
貫
す
る
一
つ
の
精
神
を
持
つ
と

し
、
こ
の
よ
う
な
一
元
論
は
自
然
科
学
者
に
ふ
さ
わ
し
い
信
仰
で
あ
る
、
と
主
張
し

た
。『
人
性
』
は
ヘ
ッ
ケ
ル
の
他
に
も
、
オ
ス
ト
ワ
ル
ド
や
ク
ラ
イ
ン
ゾ
ル
ゲ
ン
な
ど

の
一
元
論
者
の
論
説
も
載
せ
た
が
、
一
九
一
四
年
に
は
、
富
士
川
自
身
が
「
一
元
論

的
宗
教
」
と
い
う
小
論
を
書
い
て
一
元
論
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
こ
れ
が
浄
土
真
宗
の

信
仰
に
も
近
い
こ
と
を
示
唆
し
た
（

30
）
。 

そ
れ
で
は
、
一
元
論
と
は
何
か
。
富
士
川
の
概
説
な
ど
か
ら
要
点
を
説
明
す
る
と
、

ま
ず
勢
力
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
保
存
と
物
質
（
質
量
）
保
存
の
両
法
則
は
切
っ
て
離
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
勢
力
と
物
質
、
精
神
と
身
体
、
有
機
体
と
無
機
体
も

究
極
的
に
は
一
個
の
実
体
（
本
質
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
結
論
さ
れ
る
。
更
に
こ
こ

か
ら
推
し
て
、
世
の
中
の
物
と
力
、
体
と
心
は
す
べ
て
同
一
体
で
あ
り
、
こ
れ
を
言

い
換
え
る
と
万
物
に
は
一
貫
の
精
神
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（

31
）
。（
こ
の
あ
た

り
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、「
ど
こ
ま
で
が
学
問
上
確
か
で
、
ど
こ
か
ら
が
想

像
な
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
丘
の
ヘ
ッ
ケ
ル
評
に
同
意
せ
ざ
る
を
得
な
い
（

32
）
。
） 

万
物
に
精
神
あ
り
と
す
る
の
は
汎
神
論
で
あ
る
。
富
士
川
は
次
の
よ
う
な
ヘ
ッ
ケ

ル
の
言
葉
を
引
く
。「
万
物
は
悉
く
神
的
霊
性
を
持
っ
て
居
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
、
決
し
て
神
を
以
て
人
格
的
の
存
在
と
す
る
こ
と
を
要
せ
ぬ
。
」「
神
は
自
然
の
勢

力
の
総
和
に
外
な
ら
ず
、
人
格
神
は
神
性
即
ち
真
、
善
、
美
を
人
格
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
」
そ
し
て
富
士
川
は
、
宗
教
と
科
学
を
連
鎖
さ
せ
る
一
元
論
は
、
自
然
科
学
者

に
は
都
合
の
良
い
信
仰
で
あ
る
、
と
い
う
ヘ
ッ
ケ
ル
の
主
張
に
賛
意
を
示
し
た
（

33
）
。 

一
元
論
は
そ
の
対
極
に
あ
る
も
の
を
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
。
そ
れ
は
ヘ
ッ
ケ

ル
が
対
抗
し
た
キ
リ
ス
ト
教
的
二
元
論
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
神
は
、

こ
の
世
界
の
外
側
に
あ
っ
て
そ
れ
を
創
造
し
た
人
格
神
で
あ
っ
た
が
、
一
元
論
で
は

神
は
世
界
の
内
側
に
遍
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
一
元
論
的
な
世
界
で
は
、
人

も
そ
の
他
の
生
物
も
、
果
て
は
原
子
の
一
つ
一
つ
も
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
神
的
霊

性
）
を
持
つ
。
そ
こ
で
は
、
神
と
人
間
、
人
間
と
他
の
動
植
物
、
身
体
と
精
神
（
霊

魂
）
な
ど
の
二
元
論
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
し
か
も
一
元
論
は
自
然
界
の
観
察
に

基
づ
い
て
出
て
き
た
「
合
理
的
な
仮
説
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
科
学
上
の
信
仰
」

と
言
っ
て
も
よ
い
（

34
）
。 

こ
の
よ
う
な
汎
神
論
的
な
世
界
観
は
、
悉
有
仏
性
の
考
え
を
持
っ
た
仏
教
徒
に
は

馴
染
み
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
格
を
持
っ
た
創
造
神
や
、
霊
魂
の
不
滅
を

信
じ
て
き
た
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
者
に
と
っ
て
は
異
端
に
近
い
も
の
だ
っ
た
。『
宇

宙
の
謎
』
は
た
ち
ま
ち
世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
そ
の
波
紋
も
大
き
か
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
一
九
〇
一
年
の
書
評
に
、
ヘ
ッ
ケ
ル
博
士
は
「
懐
疑

論
者
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
．．．
彼
は
（
霊
魂
の
）
不
死
と
、
神
の
存
在
が
あ
り
え
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
」
と
書
い
た
（

35
）
。
丘
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
と
ド

イ
ツ
の
ヘ
ッ
ケ
ル
は
、
進
化
論
の
普
及
に
最
も
功
績
が
あ
っ
た
が
、「
両
人
と
も
に
宗

教
上
の
迷
信
を
遠
慮
な
く
攻
撃
し
、
其
上
僧
侶
の
墜
落
を
激
し
く
罵
っ
た
故
、
宗
教

界
か
ら
は
悪
魔
の
如
く
に
言
は
れ
て
居
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（

36
）
。 

確
か
に
『
宇
宙
の
謎
』
を
見
れ
ば
、
旧
態
然
と
し
た
宗
教
、
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教

へ
の
批
判
は
辛
辣
だ
。
然
し
、
ヘ
ッ
ケ
ル
は
た
だ
単
に
唯
物
的
な
科
学
者
と
し
て
宗

教
を
批
判
し
た
の
で
は
な
く
て
、
自
然
そ
の
も
の
に
真
善
美
を
見
出
す
ロ
マ
ン
主
義

者
で
も
あ
っ
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
ヘ
ッ
ケ
ル
は
シ
ュ
ラ
イ
エ

ル
マ
ッ
ハ
ー
流
の
、
教
義
よ
り
も
宗
教
的
な
情
操
を
重
ん
じ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

家
庭
で
育
ち
、
真
実
を
求
め
、
美
し
い
も
の
に
触
れ
、
自
然
を
観
照
す
る
、
と
い
う

よ
う
な
宗
教
を
生
涯
に
わ
た
り
実
行
し
た
人
だ
っ
た
と
い
う
（

37
）
。『
宇
宙
の
謎
』
で

も
、
顕
微
鏡
下
で
見
ら
れ
る
草
の
葉
一
枚
か
ら
、
峻
厳
な
山
々
に
至
る
迄
、
自
然
の

美
を
感
受
す
れ
ば
、
一
元
論
的
宗
教
の
涵
養
に
役
立
つ
と
述
べ
て
い
る
（

38
）
。
自
然

に
仏
性
を
見
た
道
元
や
親
鸞
の
思
想
に
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。 

一
九
一
四
年
か
ら
一
六
年
こ
ろ
の
富
士
川
の
論
文
で
は
、
真
宗
と
一
元
論
の
比
較

は
多
分
に
印
象
的
で
あ
る
。
富
士
川
の
真
宗
信
仰
は
青
年
期
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
（

39
）

の
で
、
ヘ
ッ
ケ
ル
を
読
ん
だ
時
、
長
年
親
し
ん
で
き
た
親
鸞
や
蓮
如
の
言
葉
を
つ
い

思
い
浮
か
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
親
鸞
聖
人
』
（
一
九
一
六
）
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。

富
士
川
は
「
阿
弥
陀
仏
」
と
は
何
か
を
説
明
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
、
親
鸞
の
『
唯
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心
鈔
文
意
』
か
ら
長
文
の
引
用
を
す
る
。
そ
の
文
は
、「
涅
槃
」
の
語
の
解
釈
か
ら
始

ま
る
。（
涅
槃
は
勿
論
、
仏
教
徒
の
行
く
べ
き
最
終
的
境
地
で
あ
る
。
）
涅
槃
は
無
為
、

安
楽
、
実
相
、
法
身
、
法
性
、
真
如
、
一
如
、
仏
性
な
ど
と
同
意
で
あ
る
と
い
う
。

さ
ら
に
仏
性
は
如
来
と
同
じ
で
あ
り
、「
こ
の
如
来
、
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
て
ま
し

ま
す
、
即
ち
一
切
群
生
海
の
心
に
み
ち
玉
へ
る
な
り
、
草
木
国
土
悉
く
み
な
成
仏
す

と
説
け
り
、
」
と
続
く
。
こ
こ
で
い
う
如
来
は
、
阿
弥
陀
仏
の
悟
り
を
開
い
た
姿
、
法

性
法
身
な
の
だ
が
、「
法
性
法
身
と
申
す
は
色
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
、
し

か
れ
ば
心
も
及
ば
ず
、
こ
と
ば
も
た
え
た
り
。
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
形
の
な
い

法
身
が
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
形
を
現
し
た
の
が
、
阿
弥
陀
仏
な
の
で
あ
る
（

40
）
。

富
士
川
は
、
こ
こ
で
親
鸞
の
言
う
真
如
、
法
性
、
阿
弥
陀
如
来
な
ど
は
、
宇
宙
の
本

態
（W

e
ltw
e
s
e
n

）
と
解
し
て
よ
い
と
す
る
（

41
）
。
ま
た
、
一
元
論
の
汎
神
論
的
表
現
、

「
万
物
に
は
一
貫
の
精
神
が
あ
る
。
精
神
は
宇
宙
の
も
の
に
存
在
す
る
。
」
は
、
仏
教

の
説
と
同
じ
と
言
う
（

42
）
。 

ま
た
、
浄
土
に
関
し
て
は
、
富
士
川
は
そ
れ
が
ど
こ
に
あ
る
か
な
ど
と
詮
索
す
る

必
要
は
な
い
と
し
、
浄
土
往
生
を
一
元
論
を
以
っ
て
、
次
の
よ
う
に
「
会
通
」
す
る
。

「
人
類
の
後
生
を
説
い
て
、
安
楽
浄
土
に
往
生
す
と
い
ふ
の
は
、
宇
宙
勢
力
の
一
部

が
、
結
合
し
て
吾
人
の
身
体
を
な
し
て
居
っ
た
の
が
、
そ
の
結
合
を
解
い
て
、
又
故

の
宇
宙
勢
力
に
帰
っ
た
と
す
る
の
は
今
日
の
一
元
論
か
ら
見
て
、
合
理
の
も
の
で
あ

る
。
」
、
と
（

43
）
。
こ
こ
で
、
富
士
川
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
仏
教
で
い
う
五
蘊
の
結

合
と
解
散
で
あ
る
。 

科
学
と
宗
教
の
葛
藤
を
解
く
こ
と
は
、
時
代
的
な
要
請
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
信

仰
を
持
っ
た
自
然
科
学
者
で
あ
っ
た
富
士
川
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
内
面
の
課
題
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
富
士
川
は
、「
真
の
宗
教
は
必
ず
科
学
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
44
）

と
か
、「
真
実
の
宗
教
は
当
時
の
人
々
の
科
学
的
知
識
に
相
応
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
」（
45
）

と
繰
り
返
す
。
富
士
川
が
、
一
元
論
的
宗
教
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
そ

れ
が
生
物
学
や
物
理
学
の
観
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
科
学
的
な
宗
教
で
あ
り
、
そ
れ

に
相
応
す
る
親
鸞
思
想
は
合
理
的
な
も
の
だ
と
主
張
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（

46
）
。 

『
親
鸞
聖
人
』
か
ら
三
年
後
の
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
、
富
士
川
は
『
真
宗
』（
47
）

を
出
版
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
著
作
が
親
鸞
思
想
を
中
心
に
し
て
い
た
の
に
、
こ
の
本

は
広
く
仏
教
教
理
や
、
宗
教
学
一
般
に
も
触
れ
て
お
り
、
富
士
川
の
研
鑽
の
跡
が
見

ら
れ
る
。
特
に
、
釈
尊
の
仏
教
、
所
謂
根
本
仏
教
が
、「
今
日
の
自
然
科
学
上
の
精
神

と
矛
盾
し
な
い
宗
教
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（

48
）
。
能
美
郡
の
講
演
も
こ

の
本
の
内
容
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
さ
て
こ
の
書
の
執
筆
目
的
で
あ
る
が
、
富
士

川
は
ま
ず
、
仏
教
は
も
と
も
と
釈
尊
の
人
間
観
察
に
端
を
発
す
る
の
で
、
何
ら
自
然

科
学
の
精
神
と
衝
突
す
る
こ
と
が
な
い
と
し
、「
こ
の
小
著
は
、
こ
の
次
第
を
明
に
せ

む
こ
と
を
欲
し
て
、
輓
近
の
科
学
の
諸
相
の
上
よ
り
し
て
、
仏
教
の
神
髄
を
説
明
せ

む
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
（

49
）
。
例
え
ば
、
霊
魂
論
に
つ
い
て
は
、
「
生

死
の
問
題
」
と
い
う
一
章
を
設
け
、
理
化
学
の
生
命
論
と
仏
教
の
五
蘊
の
論
を
引
き

比
べ
、
仏
教
の
根
本
は
無
常
と
無
我
で
あ
っ
て
、
個
性
を
も
っ
た
霊
魂
の
不
滅
は
認

め
な
い
と
言
い
、「
仏
教
に
あ
り
て
は
．
．
．
生
死
の
観
念
に
就
て
も
少
し
も
神
秘
的
の

も
の
は
な
い
。」
と
結
ん
で
い
る
（

50
）
。 

 

夏
期
大
学
講
演 

そ
れ
で
は
次
に
、
こ
こ
ま
で
た
ど
っ
て
き
た
富
士
川
の
思
想
形
成
の
跡
を
踏
ま
え

て
、
能
美
郡
の
講
演
を
読
ん
で
み
よ
う
。
五
回
に
わ
た
る
こ
の
講
演
の
う
ち
、
最
初

の
二
講
が
、
直
接
科
学
と
宗
教
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
中
心
に
見
て

い
く
。（
以
下
、
煩
を
避
け
て
、
要
約
・
引
用
箇
所
は
、
直
接
文
中
に
『
講
演
集
』
の

ペ
ー
ジ
を
示
す
。
） 

〈
第
一
講
〉 

第
一
講
は
総
論
で
、
自
然
科
学
と
宗
教
の
認
識
論
的
違
い
か
ら
始
め
て
、
信
仰
と

は
何
か
、
宗
教
と
は
何
か
を
考
え
て
い
く
。
科
学
は
我
々
の
五
感
を
通
し
て
自
然
の

現
象
を
捉
え
、
そ
こ
に
法
則
性
を
見
出
し
て
い
く
。
し
か
し
科
学
に
は
限
界
が
あ
っ

て
、
自
然
の
全
て
を
把
握
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。「
科
学
と
云
ふ
も
の
は
自
然
界
の

一
部
を
見
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
．．
．
科
学
の
行
く
事
が
出
来
な
い
世
界
は
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精
神
の
現
象
に
て
痛
切
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」（
二-

三
頁
）
人
間
の
感
覚
が
不
十
分

で
あ
る
か
ら
に
は
、
我
々
の
感
覚
（
科
学
）
で
つ
か
め
る
自
然
の
奥
に
、
さ
ら
に
「
本

態
的
自
然
」（
51
）

が
あ
る
に
違
い
な
い
。 

我
々
が
感
覚
的
自
然
と
斯
ふ
云
ふ
て
居
る
も
の
の
外
に
我
々
の
感
覚
に
這
入

ら
な
い
自
然
と
云
ふ
も
の
は
如
何
し
て
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
仮
定
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
夫
を
本
態
的
自
然
と
名
付
け
て
差
支
へ
な
い
も
の
で
あ

ら
う
。
然
し
そ
う
云
ふ
種
類
の
自
然
は
我
々
の
感
覚
を
通
ら
ぬ
の
で
あ
る
か

ら
言
ふ
事
も
考
へ
る
事
も
如
何
す
る
事
も
出
来
な
い
。
只
そ
う
云
ふ
事
を
論

理
的
に
仮
定
す
る
の
み
で
あ
る
。
（
五-

六
頁
） 

さ
ら
に
富
士
川
は
、
本
態
的
自
然
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

我
々
が
そ
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
そ
の
よ
う
な
自
然
が
「
あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
」
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
確
信
を
「
信
仰
」
と
呼
ぶ
（
六
頁
）
。 

我
々
は
云
ふ
こ
と
も
考
へ
る
こ
と
も
如
何
す
る
事
も
出
来
な
い
と
き
に
触
れ

た
感
情
は
又
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
。
ど
う
し
て
も
感
ぜ
ざ
る
を
得
ず
思

は
ざ
る
を
得
な
い
。
又
信
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
、
感
情
的
信
仰
が
起
き
て
来
る
。

宗
教
で
信
仰
と
云
ふ
は
こ
の
場
合
を
云
ふ
の
で
こ
の
場
合
の
信
仰
で
無
け
れ

ば
即
ち
宗
教
で
無
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
（
九
頁
） 

こ
の
よ
う
な
純
粋
経
験
は
、
我
々
が
普
通
に
考
え
る
、
儀
式
や
教
理
な
ど
も
含
む

「
宗
教
」
よ
り
も
意
味
的
に
ず
い
ぶ
ん
狭
く
、
富
士
川
の
宗
教
の
理
想
型
と
理
解
し

て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
云
ふ
こ
と
も
考
へ
る
こ
と
も
如
何
す
る
事
も
出
来
な
い
」

と
い
う
表
現
は
、
親
鸞
が
『
唯
心
鈔
文
意
』
で
法
性
法
身
に
つ
い
て
言
っ
た
「
心
も

及
ば
ず
、
こ
と
ば
も
た
え
た
り
」
に
対
応
す
る
だ
ろ
う
。 

信
仰
は
如
何
に
し
て
確
実
な
も
の
と
な
る
の
か
。
ま
た
そ
の
際
、
知
力
や
感
情
が

ど
う
関
わ
っ
て
く
る
の
か
。
富
士
川
は
幼
稚
な
信
仰
の
例
と
し
て
、
単
純
な
極
楽
信

仰
を
挙
げ
る
。「
極
楽
は
楽
し
い
所
で
、
死
ん
だ
ら
そ
こ
へ
行
く
の
だ
。
」
と
一
生
懸

命
信
仰
し
て
い
た
人
が
、
だ
れ
か
偉
い
人
に
「
そ
ん
な
所
が
あ
る
訳
が
な
い
。
」
と
言

わ
れ
、
簡
単
に
信
仰
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
素
朴
な
信
仰
が
、
知
恵
の
発
達
で
崩
れ
て

し
ま
う
例
で
あ
る
。
富
士
川
は
言
う
。「
感
情
的
な
信
仰
と
云
ふ
も
の
は
人
間
が
如
何

に
考
へ
て
も
崩
れ
る
事
の
出
来
な
い
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」
（
一
一
頁
） 

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
富
士
川
に
と
っ
て
の
真
実
の
信
仰
と
は
、
我
々

の
五
感
を
通
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
本
態
的
自
然
」
に
直
接
触
れ
た

時
に
起
こ
る
感
情
で
あ
り
、
そ
れ
は
信
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
感
情
で
、
壊
れ
る
こ
と
が

な
い
信
心
で
あ
る
。
こ
の
次
に
、
富
士
川
は
「
宗
教
」
を
定
義
し
て
、「
外
な
る
力
を

注
ぎ
入
れ
て
内
な
る
力
を
強
く
す
る
夫
が
宗
教
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
（
一
一
頁
）
こ

の
意
味
は
、
以
下
の
講
義
で
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。 

〈
第
二
講
〉 

第
二
講
で
は
、
ま
ず
人
類
の
宗
教
の
発
展
過
程
を
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
精
霊
崇
拝
、
自

然
宗
教
、
精
神
的
宗
教
と
た
ど
る
。
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
の
よ
う
な
精
神
的
宗
教
は
、

人
間
の
知
識
や
道
徳
観
念
の
発
達
に
伴
っ
て
起
こ
っ
て
来
る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
人

間
の
外
に
立
て
ら
れ
て
い
た
神
が
内
面
化
し
て
い
く
（
一
七-

一
八
頁
）
。
精
神
的
宗

教
は
、
我
々
の
認
識
を
超
え
た
と
こ
ろ
あ
る
本
態
的
自
然
を
直
接
経
験
す
る
と
こ
ろ

に
起
き
て
く
る
。
宗
教
意
識
は
こ
の
よ
う
な
超
感
覚
的
な
も
の
に
触
れ
て
起
き
る
の

で
、
思
慮
詮
索
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
富
士
川
は
、
シ
ュ
ラ

イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
「
宗
教
は
人
間
の
心
の
奥
底
に
深
く
隠
れ
て
居
る
所
の
神
秘
的

経
験
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
、
こ
れ
は
自
分
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
反
対

か
ら
言
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
先
は
文
章
が
錯
綜
し
て
意
味
が
取
り
に
く
い
の

だ
が
、
宗
教
的
精
神
は
、
真
宗
で
は
、
自
己
の
計
ら
い
を
止
め
た
と
き
に
、（
シ
ュ
ラ

イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
人
間
の
心
か
ら
で
は
な
く
、
）「
本
態
的
の
自
然

か
ら
起
き
て
来
る
も
の
」
だ
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
（
一
八-

一
九
頁
）（
52
）
。 

次
に
富
士
川
は
宗
教
の
形
式
に
つ
い
て
語
る
。
こ
こ
で
「
形
式
」
と
い
う
の
は
、

宗
教
の
団
体
と
か
教
義
、
儀
式
と
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
宗
教
学
の
よ
う
な
学
問
も

含
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。
も
し
、
純
粋
な
宗
教
経
験
が
、
心
に
も
言
葉
に
も
及
ば
な
い

も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
人
に
伝
え
る
事
が
出
来
な
い
。「
形
式
が
宗
教
で
な
い
事
は

云
ふ
迄
も
無
い
。
け
れ
ど
も
形
式
を
離
れ
る
事
は
宗
教
の
真
精
神
を
人
か
ら
人
に
伝
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へ
る
事
が
出
来
な
い
。
」
形
式
の
み
で
宗
教
を
議
論
す
る
の
は
、
考
え
の
足
ら
な
い
こ

と
だ
が
、
形
式
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
て
は
、
宗
教
の
伝
達
が
不
可
能
に
な
る
。
た
だ
、

形
式
を
用
い
る
と
き
は
、
そ
れ
に
囚
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
（
二
〇-

二
一
頁
）
。
富
士

川
が
や
た
ら
と
形
式
の
重
要
性
を
語
っ
た
の
は
、
当
時
何
か
伝
統
的
な
仏
教
を
破
壊

す
る
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
次
に
富
士
川
は
学
問
と
宗
教
の
違

い
を
言
う
。
例
え
ば
、
地
獄
や
極
楽
が
実
在
す
る
か
等
と
い
う
答
え
の
出
な
い
問
題

を
人
に
聞
い
て
み
て
も
無
駄
で
あ
る
。
こ
れ
を
宗
教
の
歴
史
の
よ
う
な
学
問
と
し
て

研
究
す
る
な
ら
別
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
質
問
は
個
人
の
宗
教
に
は
何
の
役
に
も
立
た

な
い
。
「
宗
教
と
云
ふ
も
の
は
学
問
で
は
無
い
。
」
（
二
二
頁
）
「
無
記
」
の
教
え
を
示

唆
す
る
例
で
あ
る
。 

こ
こ
か
ら
話
は
科
学
と
宗
教
の
話
題
に
移
る
。
人
間
の
知
恵
が
進
む
に
し
た
が
っ

て
、
宗
教
の
形
式
は
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
点
で
、
科
学
と
宗
教
に
は
親
密
な
関
係

が
あ
る
。「
世
の
中
に
は
科
学
が
進
歩
す
れ
ば
宗
教
が
段
々
と
勢
を
無
く
す
る
と
随
分

云
ふ
て
居
る
が
、
夫
は
宗
教
が
変
っ
て
行
く
の
で
は
な
く
宗
教
の
形
式
が
変
る
の
で

あ
り
ま
す
。
夫
は
変
る
の
が
宜
敷
い
。
」
こ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
の
自
然
観
に
話
が
及
ぶ
。

「
神
は
世
界
を
作
り
、
人
間
を
造
り
総
て
の
も
の
を
作
り
、
．．
．
我
々
は
神
の
意
志
に

随
っ
て
生
活
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
創
造
説
だ
が
、
こ
の
自
然
観
も

西
洋
で
は
十
六
世
紀
以
来
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
二
五
年
、
ち
ょ

う
ど
こ
の
夏
期
大
学
の
前
月
、
ア
メ
リ
カ
、
テ
ネ
シ
ー
州
で
は
大
事
件
が
起
き
て
い

た
。
高
校
で
進
化
論
を
教
え
た
教
師
が
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
有
名
な
ス

コ
ー
プ
ス
裁
判
で
あ
る
。
富
士
川
は
こ
の
事
件
に
言
及
し
て
、
日
本
の
学
校
で
は
創

造
説
よ
う
な
古
い
自
然
観
は
教
え
な
い
と
言
う
。
日
本
の
学
校
は
「
今
日
の
も
っ
と

も
進
歩
し
た
科
学
の
上
に
立
っ
た
自
然
観
」
を
教
え
て
い
る
の
で
、「
現
代
人
は
左
様

な
古
い
自
然
観
の
宗
教
の
形
式
に
は
近
寄
り
難
い
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
左
様
な

形
式
は
破
壊
さ
る
べ
き
事
と
思
ひ
ま
す
。」
（
二
二-

二
三
頁
）（
53
） 

翻
っ
て
仏
教
は
ど
う
か
と
言
う
と
、
最
初
か
ら
自
然
（
人
間
の
生
老
病
死
）
を
見

て
起
こ
さ
れ
た
宗
教
な
の
で
、
そ
の
自
然
観
は
「
今
日
進
歩
し
た
自
然
科
学
の
考
へ

と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
」
と
す
る
。
富
士
川
は
こ
れ
を
仏
教
の
特
色
を
表
わ
す
三
法
印

で
説
明
す
る
。
三
法
印
と
は
、
諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
、
涅
槃
寂
静
の
三
つ
で
あ
る
。

即
ち
全
て
の
も
の
は
無
常
で
変
っ
て
行
く
。
我
々
が
「
我
」
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
、

五
蘊
の
集
ま
り
で
、
そ
れ
は
常
一
主
宰
の
存
在
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
悟
っ
て
最

後
に
安
ら
か
な
涅
槃
の
境
地
に
辿
り
つ
く
。
富
士
川
は
、
精
神
と
肉
体
を
分
け
て
考

え
な
い
諸
法
無
我
の
思
想
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
科
学
を
基
に
し
た
哲
学
で
あ
る

一
元
論
と
同
じ
だ
と
言
う
。
そ
し
て
「
自
然
科
学
の
其
考
へ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
と

云
ふ
事
は
、
仏
教
と
云
ふ
も
の
を
現
在
の
多
く
の
人
に
味
ふ
上
に
於
て
大
変
都
合
の

よ
い
教
へ
だ
と
思
ひ
ま
す
。」
と
締
め
く
く
る
（
二
三-

二
五
頁
）
。 

第
二
講
の
最
後
に
富
士
川
は
自
ら
の
宗
教
の
定
義
「
我
々
の
心
の
内
に
外
な
る
力

を
取
り
入
れ
て
、
心
を
強
く
す
る
」
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
説
明
を
加
え
た
。
本
当

の
宗
教
心
と
は
、
人
に
何
と
言
わ
れ
よ
う
が
、「
如
何
し
て
も
左
様
し
な
く
て
は
な
ら

ぬ
と
云
ふ
時
に
現
は
れ
て
来
た
心
持
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
分
勝
手
な
計
ら
い
を
止

め
た
時
に
起
き
て
く
る
「
自
然
法
爾
の
念
」
で
、「
そ
れ
が
実
に
力
強
い
」
の
だ
言
う

（
二
七
頁
）
。 

〈
第
三
講
以
下
〉 

次
の
第
三
講
か
ら
第
五
講
で
は
、
釈
迦
の
成
道
か
ら
始
ま
り
、
大
乗
仏
教
の
展
開
、

親
鸞
の
思
想
ま
で
を
た
ど
っ
て
、
釈
迦
教
（
自
力
の
仏
教
）
と
弥
陀
教
（
他
力
の
仏

教
）
に
分
け
て
説
く
。
こ
こ
で
は
詳
細
は
省
く
が
、
自
然
法
爾
と
八
正
道
に
つ
い
て

は
富
士
川
の
信
仰
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
で
、
触
れ
て
お
く
。 

自
然
法
爾
の
「
法
爾
」
に
つ
い
て
は
、
法
然
は
こ
れ
を
煙
は
上
に
上
り
、
水
は
低

き
に
流
れ
る
と
い
っ
た
自
然
の
あ
る
が
ま
ま
の
道
理
の
こ
と
と
し
た
と
い
う
。
親
鸞

は
、
よ
く
知
ら
れ
る
『
末
燈
鈔
』
の
「
自
然
法
爾
章
」
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
自

然
と
云
ふ
は
、
お
の
づ
か
ら
と
い
ふ
。
行
者
の
計
ら
ひ
に
あ
ら
ず
。
然
と
い
ふ
は
し

か
ら
し
む
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
は
、
行
者
の
は
か
ら
ひ
に
あ

ら
ず
、
如
来
の
ち
か
い
に
て
あ
る
が
ゆ
え
に
。
法
爾
と
い
ふ
は
、
こ
の
如
来
の
お
ん

ち
か
い
な
る
が
ゆ
え
に
、
し
か
ら
し
む
を
法
爾
と
い
ふ
な
り
。
」（
54
）（
四
七-

四
八
頁
）
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富
士
川
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
人
が
計
ら
い
を
捨
て
、
我
を
否
定
し
た
時
、
仏
智
が
現

れ
て
く
る
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
で
我
々
は
再
び
「
本
態
的
自
然
」
に
遭
遇
す
る
。
富

士
川
は
自
然
法
爾
の
力
は
、
仏
の
本
願
の
力
で
、
世
の
中
の
一
切
の
こ
と
を
統
一
し

て
い
る
力
だ
と
す
る
。
（
四
九-

五
〇
頁
） 

其
の
力
を
仏
の
方
か
ら
本
願
と
云
ふ
が
、
我
々
の
方
で
は
慈
悲
と
云
は
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
力
は
自
然
法
爾
に
働
く
力
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
自
力
で

本
態
的
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。
触
れ
た
所
に
我
々
に
安
心
と
云
ふ

心
が
起
る
。
本
願
の
力
と
云
ふ
も
の
は
、
自
然
法
爾
の
働
く
こ
と
で
あ
る
。

夫
を
感
じ
た
時
に
、
其
時
に
念
仏
と
云
ふ
真
実
の
声
が
出
て
来
る
（
五
一
頁
）
。 

「
我
々
の
自
力
で
．
．．
」
と
い
う
の
は
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
前

の
と
こ
ろ
で
、「
本
願
の
力
と
云
ふ
も
の
は
自
分
が
頼
む
か
ら
落
ち
て
く
る
」
と
言
っ

て
い
る
の
で
、
自
分
の
力
の
不
足
が
分
か
っ
て
、
自
然
法
爾
に
身
を
任
せ
た
時
、
普

通
で
は
到
達
の
出
来
な
い
本
態
的
自
然
を
直
接
経
験
出
来
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

次
に
、
富
士
川
は
一
つ
の
例
え
話
を
す
る
。
母
親
の
顔
が
見
え
な
く
て
、
子
供
が
「
お

母
さ
ん
」
と
呼
ぶ
よ
う
な
の
は
本
当
の
念
仏
で
は
な
い
。
仏
の
本
願
に
接
す
る
と
い

う
の
は
、
見
え
な
か
っ
た
親
が
現
れ
、「
お
母
さ
ん
」
と
喜
び
の
声
を
上
げ
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
、
と
。
こ
れ
は
、
日
頃
か
ら
「
真
宗
の
念
仏
は
利
益
を
願
っ
て
す
る
も

の
で
は
な
く
、
仏
恩
報
謝
の
念
仏
だ
。
」
と
聞
い
て
い
る
北
陸
の
門
徒
た
ち
に
は
理
解

し
や
す
い
例
え
だ
っ
た
だ
ろ
う
（
五
〇-

五
一
頁
）
。 

八
正
道
は
、
釈
尊
が
示
し
た
八
つ
の
正
し
い
実
践
項
目
だ
が
、
無
論
自
力
の
教
え

で
、
真
宗
で
は
あ
ま
り
言
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
逆
に
、
蓮
如
は
、
能
力
の
劣
っ

た
末
世
の
人
間
は
、
早
く
自
力
を
捨
て
て
、一
心
一
向
に
弥
陀
を
た
の
め
と
促
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
最
初
か
ら
自
力
の
精
神
修
養
を
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
ま

い
か
。
富
士
川
は
、
ど
ん
な
宗
教
で
も
ま
ず
自
分
の
心
を
内
省
し
、
心
を
磨
く
努
力

を
し
て
み
な
い
と
い
け
な
い
、
と
言
う
。「
努
力
も
し
な
い
で
、
心
も
磨
か
な
い
で
、

何
も
考
へ
な
い
で
夫
が
其
儘
仏
に
な
る
事
は
、
仏
教
に
於
て
説
く
所
で
な
い
。
左
様

な
事
は
、
幾
等
弥
陀
教
と
雖
も
、
仏
教
の
一
派
で
あ
る
以
上
は
根
本
の
考
へ
に
反
し

た
考
へ
で
あ
る
。
」（
五
四-

五
五
頁
）
と
こ
ろ
が
、
富
士
川
の
考
え
る
と
こ
ろ
、
八
正

道
の
最
初
の
六
つ
（
正
し
い
見
解
、
思
惟
、
言
葉
、
行
い
、
生
活
、
努
力
）
は
道
徳

的
で
、
何
と
か
努
力
し
て
み
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
最
後
の
二
つ
、
正
念
（
正
し
い

思
念
）
と
正
定
（
正
し
い
精
神
統
一
）
は
、
道
徳
を
超
え
た
「
直
観
の
生
活
」
で
、

「
我
々
の
計
ら
ひ
を
以
っ
て
是
を
行
ふ
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。」
こ
こ
に
、
念
仏

が
出
て
来
る
。
富
士
川
は
、「
正
念
、
正
定
は
親
鸞
の
教
へ
に
依
る
と
、
南
無
阿
弥
陀

仏
の
念
仏
で
あ
る
」
と
言
い
、「
親
鸞
の
一
切
の
説
明
は
正
念
と
正
定
と
に
当
た
っ
て

い
る
」
と
結
論
し
て
、
講
義
を
締
め
く
く
っ
た
（
五
六-

五
七
頁
）。 

 

お
わ
り
に 

盛
夏
に
毎
日
、
夏
期
大
学
校
に
足
を
運
ん
だ
能
美
郡
の
仏
教
徒
た
ち
は
、
富
士
川

の
講
演
に
何
を
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
「
不
信
心
者
」
で

は
な
か
っ
た
が
、
時
代
の
流
れ
で
、
古
い
浄
土
教
の
教
え
を
そ
の
ま
ま
信
ず
る
こ
と

を
難
し
く
感
じ
て
い
た
人
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
は
、「
宗
教
の
形
式
は
、

そ
の
時
々
の
人
々
の
知
識
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
行
く
し
、
ま
た
変
っ
て
行
く
べ
き
も

の
だ
。
」
と
い
う
富
士
川
の
説
に
納
得
も
し
、
ま
た
、
新
し
い
宗
教
の
形
を
探
っ
て
行

く
勇
気
も
得
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ま
た
一
方
、「
宗
教
を
伝
え
て
い
く
上
で
、
形
式
は

決
し
て
捨
て
去
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
」
と
い
う
見
解
は
、
伝
統
を
守
っ
て
い

く
者
に
自
信
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
こ
う
し
た
事
柄
は
ま
だ
真
の
宗
教
の
外

側
に
あ
る
「
形
式
」
に
過
ぎ
な
い
。
富
士
川
が
い
つ
も
帰
っ
て
行
く
の
は
自
然
法
爾

の
世
界
だ
っ
た
。
富
士
川
は
言
っ
た
。
自
力
の
計
ら
い
を
止
め
、
何
も
求
め
る
も
の

も
な
く
、
自
然
科
学
の
到
達
で
き
る
そ
の
ま
た
先
の
、
言
葉
で
は
表
せ
な
い
本
態
的

自
然
に
触
れ
て
感
じ
る
安
心
、
喜
び
、
そ
れ
こ
そ
が
本
当
の
信
心
だ
、
と
。
そ
し
て
、

そ
の
信
心
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
怠
惰
な
他
力
本
願
に
陥
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
。

な
ら
ぬ
努
力
で
も
ま
ず
八
正
道
を
踏
ん
で
み
て
、
そ
れ
か
ら
後
の
念
仏
な
の
だ
、
と
。

ど
う
や
ら
富
士
川
先
生
は
、
能
美
郡
の
仏
教
徒
た
ち
に
大
き
な
宿
題
を
残
し
て
い
か

れ
た
よ
う
で
あ
る
。 
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【
注
記
】 

（
１
）
浅
井
恵
定
編
『
第
二
回
夏
期
大
学
講
演
集
』（
石
川
県
能
美
郡
仏
教
会 

一
九

二
六
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

h
ttp

s://d
l.n

d
l.g

o
.jp

/in
fo

: 

n
d

ljp
/p

id
/9

2
2
9

1
7
. 

（
２
）
三
宅
雪
嶺 
「
自
分
の
宗
教
」（
藤
田
福
夫
編 

『
石
川
近
代
文
学
全
集
一
二 

三
宅
雪
嶺
・
石
橋
忍
月
・
藤
岡
東
圃
・
桐
生
悠
々
他
』〈
石
川
近
代
文
学
館 

一

九
八
八
〉
）
、
八
七-

九
三
頁
。
引
用
は
八
九
頁
か
ら
。 

（
３
）「
富
士
川
先
生
」
刊
行
会
『
富
士
川
游
先
生
』（
非
売
品 

一
九
五
四
）
。
一
九

八
八
年
に
大
空
社
か
ら
復
刻
版
が
出
て
い
る
。
も
う
一
冊
は
、
富
士
川
英
郎
『
富

士
川
游
』
（
小
澤
書
店 

一
九
九
〇
）
。 

（
４
）
富
士
川
の
宗
教
思
想
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
は
、
注
３
の
『
富
士
川
游
先

生
』
中
の
「
第
二
部 

先
生
の
思
想
」
、「
第
三
部 

先
生
の
事
業
と
宗
教
生
活
」

が
参
考
と
な
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
以
下
の
二
論
文
を
挙
げ
て
お
く
。
土
屋

久
・
堀
口
久
五
郎
「
富
士
川
游
の
宗
教
思
想―

「
内
観
」
か
ら
「
妙
好
人
」
へ

―

」
（
『
生
活
科
学
研
究
』
第
三
四
集 

二
〇
一
二
）
、
一
七
七-

一
八
六
頁
。
島

田
雄
一
郎
「
富
士
川
游
の
宗
教
論
の
展
開―

「
科
学
」
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
っ

て
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
四
六
号 

二
〇
一
四
）
、
三
四-

五
一
頁
。 

（
５
）
末
木
文
美
士 

「
総
論―

帝
国
の
確
立
と
宗
教
」
（
島
薗
進
、
末
木
文
美
士
、

他
編 

『
近
代
日
本
宗
教
史 

第
二
巻 

国
家
と
信
仰
』〈
春
秋
社
、
二
〇
二
一
〉
）、

一
九-

二
一
頁
。 

（
６
）
大
澤
岳
太
郎
「
霊
魂
不
滅
歟
将
消
滅
歟
」『
人
性
』
第
一
巻
一
号
（
一
九
〇
五
）
、

一
四-

一
九
頁
。
こ
の
論
文
は
、
大
澤
が
一
九
〇
二
年
に
九
州
医
学
会
で
発
表
し

た
も
の
が
『
人
性
』
に
再
録
さ
れ
た
。 

（
７
）
『
論
語
』
先
進
編
に
あ
る
孔
子
の
言
葉
。 

（
８
）
新
仏
教
徒
同
志
会
編
『
来
世
之
有
無
』（
井
冽
堂 

一
九
〇
五
）
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンh

ttp
s://d

l.n
d
l.g

o
.jp

/in
fo

:n
d
ljp

/p
id

/8
1

5
0

5
2

. 

（
９
）『
来
世
之
有
無
』
、
留
岡
幸
助
（
三
三-

三
四
頁
）、
南
條
文
雄
（
四
六
頁
）
、
与

謝
野
鉄
幹
（
二
八
頁
）
。 

（
10
）
同
前
、
村
上
専
精
（
四
六-

七
頁
）。 

（
11
）
同
前
、
加
藤
弘
之
（
一
頁
）
。 

（
12
）
同
前
、
下
田
次
郎
（
三
六
頁
）
、
廣
井
辰
太
郎
（
四
二
頁
）
、
海
老
名
弾
正
（
六

四
頁
）
。 

（
13
）
同
前
、
富
士
川
游
（
六
二-

六
三
頁
）
、
忽
滑
谷
快
天
（
一
四-

二
二
頁
）
。 

（
14
）
『
人
性
』
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
〇
五
）
、
二
六
四
頁
。 

（
15
）
『
人
性
』
第
一
巻
第
六
号
（
一
九
〇
五
）
、
三
一
五-

一
六
頁
。 

（
16
）
富
士
川
游
『
親
鸞
聖
人
』
（
無
我
山
房 

一
九
一
六
）
、
一
〇
一
頁
。 

（
17
）
講
演
会
の
概
略
に
つ
て
は
、「
ダ
ル
ウ
ィ
ン
記
念
人
性
学
講
演
」（
『
人
性
』
第

五
巻
一
二
号 

一
九
〇
九
）、
四
七
一-

四
七
三
頁
。 

（
18
）
加
藤
弘
之 

「
精
神
的
及
び
社
会
的
進
化
」（
『
人
性
』
第
五
巻
第
一
二
号 

一

九
〇
九
）
、
四
三
七-

四
四
五
頁
。 

（
19
）
渡
辺
正
雄
『
日
本
人
と
近
代
科
学―

西
洋
へ
の
対
応
と
課
題
』
（
岩
波
書
店 

一
九
七
六
）
、
一
三
三
頁
。 

（
20
）
ゲ
ー
テ
の
こ
の
言
葉
は
、
ヘ
ッ
ケ
ル
の
『
宇
宙
の
謎
』
第
一
八
章
の
冒
頭
に

出
て
来
る
の
で
、
丘
は
恐
ら
く
こ
れ
を
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

（
21
）
丘
浅
次
郎 

『
進
化
論
講
話
』（
筑
波
常
治
編
、『
近
代
日
本
思
想
体
系
九 

丘

浅
次
郎
集
』
〈
筑
摩
書
房 

一
九
七
四
〉
）、
二
七
〇-

七
一
頁
。 

（
22
）
丘
『
進
化
論
講
話
』
、
二
七
四-

七
五
頁
。 

（
23
）
加
藤
弘
之
「
は
し
が
き
」（
岡
上
梁
・
高
橋
正
熊
共
訳
、
ヘ
ッ
ケ
ル
博
士
『
宇

宙
の
謎
』
〈
有
朋
館 

一
九
〇
六
〉
）
、
六-

七
頁
。 

（
24
）
元
良
勇
次
郎
「
序
」（『
宇
宙
の
謎
』
）、
一
頁
、
四
頁
。（
ペ
ー
ジ
番
号
は
各
序

文
ご
と
に
一
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
） 

（
25
）
富
士
川
游
『
金
剛
心
』（
洛
陽
堂 

一
九
一
六
）
、「
は
し
が
き
」
一
頁
（
原
文

は
片
仮
名
書
き
。
） 

（
26
）
富
士
川
『
金
剛
心
』
、
八
頁
。 
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（
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）F
ried
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p
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（
28
）
富
士
川
英
郎
『
富
士
川
游
』
、
一
二
八
頁
。 

（
29
）Y

. Y
. J. 

訳
で
、
『
人
性
』
第
二
巻
一
号
か
ら
七
号
ま
で
に
連
載
さ
れ
た
。 

（
30
）
富
士
川
游
「
一
元
論
的
宗
教
（
上
）（
下
）
」
、（『
人
性
』
第
一
〇
巻
一
号
・
二

号
一
九
一
四
）、
三-
六
頁
、
二
九-

三
一
頁
。 

（
31
）
富
士
川
「
一
元
的
論
宗
教
（
上
）
」、
四-

五
頁
。E

. H
. 

ヘ
ッ
ケ
ル
、
栗
原
古

城
訳
『
宇
宙
の
謎
』
（
玄
黄
社
一
九
一
九
）h

ttp
://fo

m
alh

au
tp

sa.sak
u

ra.n
e.jp

/ 

S
cien

ce/H
aeck

el/u
ch

u
-n

o
-n

azo
-1

0
5
R

.p
d

f,

二
〇
一-

四
、
二
七
一-

七
五
頁
。

（
『
宇
宙
の
謎
』
は
一
九
〇
六
年
の
訳
文
が
読
み
に
く
い
の
で
、
一
九
一
九
年
の

栗
原
訳
を
参
照
し
た
。
） 

（
32
）
丘
『
進
化
論
講
話
』
、
二
一
〇
頁
。 

（
33
）
富
士
川
「
一
元
論
的
宗
教
（
上
）
」、
五-

六
頁
。 

（
34
）
富
士
川
「
一
元
的
論
宗
教
（
下
）
」、
三
〇
頁
。 

（
35
）R

o
b

ert J. R
ich

ard
s, T

h
e T

ra
g

ic S
en

se o
f L

ife: E
rn

st H
a

eckel a
n
d

 th
e 

S
tru

g
g
le o

ver E
vo

lu
tio

n
a

ry T
h

o
u
g

h
t (C

h
icag

o
: T

h
e U

n
iv

ersity
 o

f C
h
icag

o
 

P
ress, 2

0
0

8
), p

. 3
9
9

. 

（
36
）
丘
『
進
化
論
講
話
』
、
二
〇
八
頁
。 

（
37
）R

ich
ard

s, T
h

e T
ra

g
ic S

en
se o

f L
ife, p

.4
4

, p
. 3

4
3

. 

（
38
）
栗
原
訳
『
宇
宙
の
謎
』、
三
二
〇-

三
二
一
頁
。 

（
39
）
富
士
川
先
生
刊
行
会
『
富
士
川
游
先
生
』
、
一
一
五-

一
六
頁
、
一
四
九
頁
。 

（
40
）
富
士
川
『
親
鸞
聖
人
』、
三
八-

四
〇
頁
。 

（
41
）
『
親
鸞
聖
人
』
、
四
四
頁
。 

（
42
）
『
親
鸞
聖
人
』
、
六
七
頁
。 

（
43
）
『
親
鸞
聖
人
』
、
九
二-

三
頁
。 

（
44
）
富
士
川
游
、「
一
元
論
的
宗
教
」（
『
精
神
界
』
一
六
巻
一
号
〈
一
九
一
六
〉
）
、

七
一
頁
。
（
前
掲
の
『
人
性
』
上
の
論
文
と
は
別
。
） 

（
45
）
富
士
川
『
親
鸞
聖
人
』、
一
〇
一
頁
。 

（
46
）
富
士
川
「
一
元
的
宗
教
」（
一
九
一
四
）
三
〇-

三
一
頁
、『
親
鸞
聖
人
』
、
六

二
頁
、
一
〇
一-

一
〇
二
頁
な
ど
。
ま
た
、
一
九
一
六
年
の
「
一
元
論
的
宗
教
」

で
は
、
「
合
理
的
」
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
る
。 

（
47
）「
真
宗
」
は
浄
土
真
宗
が
仏
教
の
一
宗
派
と
な
る
以
前
か
ら
、「
真
実
の
教
え
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
き
た
。
富
士
川
は
恐
ら
く
そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
語

を
用
い
た
の
だ
ろ
う
。 

（
48
）
富
士
川
游
『
真
宗
』
（
至
心
書
房 

一
九
一
九
）
、
二
六-

二
七
頁
。 

（
49
）
『
真
宗
』、
五
頁
。 

（
50
）
『
真
宗
』、
一
一
七-

一
三
三
頁
。 

（
51
）
速
記
者
は
、「
本
体
的
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、W

eltw
esen

（
宇
宙
の

様
態
）
の
訳
語
で
、
富
士
川
は
常
に
「
本
態
的
」
と
綴
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
も
そ
れ
に
従
っ
て
お
く
。 

（
52
）
後
に
富
士
川
は
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
感
情
重
視
を
疑
問
視
し
て
、

「
先
に
知
る
と
云
ふ
こ
と
が
な
け
れ
ば
感
情
は
起
き
て
く
る
も
の
で
は
な
い
」

な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
中
山
文
化
研
究
所
編 

『
富
士
川
游
著
述
選 

第
二
巻 

科
学
と
宗
教
』（
中
山
文
化
研
究
所 

一
九
四
二
）
、
二
四
一-

二
四
二
頁
。 

（
53
）
こ
の
こ
ろ
の
日
本
で
も
段
々
と
国
家
神
道
の
教
育
界
へ
の
圧
力
が
大
き
く

な
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
富
士
川
は
記
紀
神
話
な
ど
は
全
く
念
頭
に
な
い
様
子

で
あ
る
。 

（
54
）
講
演
記
録
に
は
字
と
句
読
点
に
不
明
な
点
が
あ
る
の
で
、
以
下
を
参
照
し
て
、

訂
正
し
て
お
い
た
。「
末
燈
鈔
」『
真
宗
聖
典
』（
東
本
願
寺
出
版
部 

一
九
七
八
）
、

六
〇
二
頁
。 

  


